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１．はじめに  

 台形 CSG ダムで用いられるコンクリ－トは、保護コンクリ－ト、構

造用コンクリ－ト、止水コンクリ－トに大別され、各打設箇所で複数の

配合がある。表－1に CSG ダムの配合の例と使用箇所を示す。A 配合、

B 配合ではそれぞれ異なる骨材を使用しており、骨材ごとに A 系・B 系、

計 2 基のバッチャ－プラント（以下 BP）でコンクリ－トを製造してい

る。当ダムでの打設箇所は図－1 に示す通り 8 箇所あり、同時に最大 3

箇所を打設する計画に加え、打設箇所の組合せは日々刻々と変化し、複

数の打設箇所に同時期に使用される配合もある。このような煩雑な状況

下でコンクリ－トの注文および製造・運搬を行わなければならないこと

から、以下のことが課題となった。 

①運搬車両の行先が打設箇所毎に固定されることによって、運搬効率が

低下 

②複数箇所の同時打設により、製造順序が煩雑となり、施

工効率が低下 

③注文等の無線連絡が増え、BP オペレ－タのミスを誘発 

④2 基の BP での製造であるため、運搬車両を BP 下に誘導

する人員を配置しなければならない 

２．出荷管理システム 

前述の課題を解消するために、コンクリ－ト注文・製造・

管理が可能な自動化システム（以下、出荷管理システム）を

開発・導入した。 

出荷管理システムは、打設担当者が持つタブ

レット端末からコンクリ－トが注文できるほ

か、BP での計量から練混ぜ状況、そして、各

車両の運搬状況から荷下ろしに至るまでのコ

ンクリ－トを自動トラッキングし、配合や数

量、運行先情報をリアルタイムに表示する機能

を有する（図－2）。 

当ダムでは 2 基の BP での製造であること、

また、最大 3 箇所の同時打設となり、打設箇所

の組み合わせが日々変更になる条件に対応さ

せる必要があったことから、タブレット端末で

BP を選択してコンクリ－トの注文ができるようにしたほか、両 BP で製造されるコンクリ－トは、クラウ

ド画面で同時に確認できるよう開発した。BP オペレ－タは、図－3 に示す画面で、最大 4 台のタブレット

図－1 コンクリート打設箇所 

表－1 コンクリート配合一覧 

図－2 タブレット注文画面 

A1 ①,③,④,⑤,⑦

A2 ②,⑥

A3 ⑧

A4 ⑦

A5 ⑧

A6 ②

B2 ⑦

B3 ①,②,⑤,⑦

B4 ②,④

Ｂ5 ⑤

B6 ②,③

④

打設場所

(図－1参照)

B1 ①,②,⑤
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端末からの注文状況を同時に確認できる。当

画面において、注文時間の早い順から色付け

で表示することで、煩雑な注文状況の中でも

製造順序を容易に確認できるようにした。ま

た、2 基の BP の同時製造時には、運搬車両

をそれぞれの BP に誘導する必要があった。

そこで、製造状況に合わせたタイミングで運

搬車両が円滑に進入できるよう、出荷管理シ

ステムと連動する誘導用パトライトを BP 下

部進入口に、誘導端末を運搬車両に設置した

（写真－1）。 

配合の種類が多い場合、試料のサンプリングを行う

ために、試験室と BP オペレ－タとの無線のやり取り

が増えてしまい作業を止めてしまう問題があった。そ

こで、写真－2 に示すように、当出荷管理システムの

注文画面とクラウド画面をコンクリ－ト試験室のモニ

タ－に映して注文状況を見える化することで、品質管

理試験のタイミングを試験室から判断できるようにし

た。 

３．実績 

 出荷管理システムを運用した結果、前述した 4 つの課題

に対して以下のような実績を得た。 

①打設箇所毎で運搬車両を固定せず、打設状況に合わせた

柔軟な配車変更が可能となり、運搬効率を低下させること

なく、円滑なコンクリ－ト出荷ができた。 

②BP オペレ－タの操作画面で製造の優先順序が明確にな

ったことにより、複数同時打設時においても打設状況に適

した順番で製造ができた。 

③打設担当者と BP オペレ－タとの無線連絡が減り、注文

ミスを防止でき、荷下ろし箇所の指示を見える化すること

で誤発注・誤運搬なくコンクリ－トを出荷することができ

た。 

④BP へ車両が進入する際は、誘導役を配置して進入する指

示を出していたが、出荷管理システムと紐付いた誘導用パ

トライト、誘導端末を設置したことで、誘導役が不要にな

り、省人化に繋がった。 

４．おわりに 

図－4 に、出荷管理システム導入前後での出荷速度の比較

を示す。同時に 3 箇所打設した場合の条件で比較すると、出荷管理システム導入後、それぞれの出荷速度は

約 1 割向上した。今後は、打設箇所でトラブルが発生し荷下ろしができなくなった場合でも、出荷管理シス

テムからコンクリ－ト運搬車両の荷下ろし箇所を変更できるよう改良していく予定である。 

写真－1 運搬車両誘導端末 

写真－2 注文状況の見える化 

図－4 コンクリート出荷速度比較 

図－3 オペレータ側管理画面 
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